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私 のス ケ ッチ ・ブ ック(3)

日本人と洗濯機

国立民族学博物館

森 明 子

◆ 洗 濯 機 の あ る 場 所

　 現在 の私たちの生活で、洗濯機はな くては

ならない家電製品といって よいだろ う。下宿

で1人 暮 しをしてい る若者の中にも、洗濯機

をもっている人は少 な くない。私 もアパ ー ト

暮 らしを始めた とき、洗濯機 を買った。 とこ

ろがその アパー トの室内には洗濯機 を置 くス

ペースが な くて、かわ りにベ ランダに、洗濯

機 の高 さに合った蛇口がついていた。

　少 なか らぬ抵抗 を感 じた。私は無意識の う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆか

ちに、洗濯機 は屋内の床 の上 にあるものだ と

考えていた らしい。それは乾いた清潔 な空間

であ り、 これに対 してベランダは、雨や埃に

さらされる野 ざらしの空 間に思われた。

　洗濯機は、屋内の くつろいだ空間に属する。

近 頃、テ レビで松たか子が 寅じている洗濯機

のコマー シャルは、 このイメージをよ くあ ら

わ している。両親の もとに生活 している らし

い年頃の娘 が、おそ らくはボーイフレン ドと、

夜 の電話 を楽 しんでいる。彼女は、美 しく磨

かれてた床 に座 って、洗濯機 に寄 りかかって

いる。秋なら窓の外 から虫の音 で も聞 こえて

きそうだ。 そこは、家 の中で娘 が1人 きりに

なれる静かで落 ち着 いた空間なのである。

　 しか し洗濯機は、 どこで もこのように心地

よい空間に置かれているわけではない。 ヨー

ロ ッパの都市では、洗濯機は、地下室な どの、

人が起居す る空間 より低い ところに置かれる。

た とえば ウィーンの集合住宅は、各階 に数家

族が住 む5～7層 の建物で、中庭や ゴ ミ捨 て

場 を共同利用す る。建物の地下 は洗濯場 で、

そこに10台前後の洗濯機 と、ほぼ同数の乾燥

機が並ぶ。利用者は、 その集合住宅の住 民に

限られていて、使 うときは、管理 人か らあ ら

か じめ購 入 しておいた専用の コインを使 う。

日本人の 目か らみればコインラン ドリーに近

いが、利用者が限定されていること、独 身者

だけでな く、家族 生活 をする人 も共同の洗濯

場 を使 うことが違 う。洗濯機 を所有 している

家庭 もあって、その場合は、バスルーム内の

一角 に洗濯機 を置 くことが多いようだ
。

◆家事の機械化

　ヨーロッパの洗濯機は、洪濯時間が日本の

ものの2、3倍 かかる。その理由は、前者が

回転式であるのに対して、後者が噴流(渦 巻
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き)式 である というシステムの違いに もよる

が、 もう一つの大 きな要因は、前者が温湯 を

使 って洗濯することにもよる。 ヨーロ ッパの

洗濯機 は、あ らか じめ設定 した温度 に水 を熱

す る工程 も備 えた機械 である。なぜ ヨー ロッ

パ の洗濯機 が温湯 を使 い、 日本のが使わない

のかは、それぞれの消費者のニーズによる。

日本人 にとって、洗濯 は水でする ものであ り、

ヨーロッパ 人にとって、それはお湯でする も

のだか らである。そ してこのわけは、洗濯機

導入以前の洗濯方法の違い によっている。

　機械化 とは、それまで人が行 っていた作業

を機械 が代行するこ とを意味す る。 とするな

ら、機械化がある地域 にお よぶ とい うことに

ついて、二つの まった く異なる道筋が予想 さ

れ る。一方 は、その地域で行われていた手順

をふ まえた機械があ らわれる ことで、他 方は、

その地域 でそれ まで行 われていた手順が無視

され、捨 てられることである。工業生産の場

合、製品は地域を超 えて消費されることを予

定 してお り、合理性が最大限追求 されて、そ

の生産工程 を問題 にす ることは少 ない。 しか

し、家事 にかかわる機械化 の場合、その手順

を、合理性だけによって変更す ることは容易

でない。 この場合 、機械が文化 を投影する と

い うことが起 こりうる。洗濯機 は、そのよう

な機械 なのである。

◆ 洗 濯 機 以 前 の ヨー ロ ッパ の 洗 濯

　 ヨーロ ッパで洗濯 に温湯 を使 うことと、洗

濯の場所 を住 空間か ら離れた ところに置 くこ

とは連 関 していて、 この点 は、洗濯機 以前か

ら連続 している特徴である。 ヨーロ ッパの洗

濯は、おそ くとも18世紀以 降、ずっ と温湯 を

使 ってい る。イギリス、 フランス、 ドイツな

どの国々で、状況 はほ とん ど同じだったよう

だ。

　洗濯 は大仕事 で、洗濯をす る日は、使用人

が午前2時 ころか ら起 きて、大釜にお湯 を何

度 も沸か した。汚れた衣類 をきれいにするに

は、叩いた り、石鹸水につ けて煮立 てた りし

なければな らなか った。 この ような大仕事を

す る日は、 日常的な仕事がで きなか ったか ら、

洗濯は頻繁 に行われたわけではない。洗濯の

回数は、で きるだけ少 な くてすむほうが よか

った。洗濯 をどの くらいの頻度 で行 うかは、

その家が どの くらい裕福であるかを示 してい

た。裕福 な家庭ほ ど、十分な数 の衣類 とリネ

ンをもっていたか ら、洗濯 をする頻度が少な

か ったのである。

　18世紀、 イギ リスの富裕な家の主人が残 し

た日記には、4～5週 に1度 、2～3人 の洗

濯女がやってきて、2～4日 間かけて洗濯 を

した とい う記録が残 っている。20世 紀初頭、

ウィー ンの市民階級の家庭で も、奉公 人や洗

濯女 を使 って、2～4週 間に1度 のわ りで洗

濯 をしていた という記録がある。月曜 日に始

めて木曜 日までかかっていた。

　 これに対 して、貧 しい家庭で は、十分 な衣

類 をもっていなかったか ら、洗濯の頻度 は高

くなった。1840年 代、 ロン ドンの労働者家族

を調査 した結果によると、労働者家族 の主婦

は1人 で洗濯 をし、ほとん どが毎週月曜 日に

始めて3日 目までかかっていた。人を雇 えな

い主婦 は、娘 を使 っていたら しい。1927年 に

行われたウィー ンの調査 によると、洗濯 日に
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は、娘 たちの約3分 の1が 、母 を手伝 うため

に学校 を休んでいる。

◆ き らわ れ る洗 濯

　 ヨーロッパの人々 にとって洗濯は、家事の

中で もっとも好 ま しか らざる仕事 だったとい

う。私たちには想像 しに くいのが、火のそば

で行 う洗濯の感覚である。私たちは、洗濯仕

事 の厳 しさを、寒 さと水 の冷た さで表現する

のに慣 れている。 た とえば、 『お しん』が雪

の降 る中、川で洗濯するシー ンである。 しか

しヨーロ ッパの女性 は、 これ とはまった く別

のことを、洗濯の困難 としてあげる。 もっ と

も始末の悪いのが、石鹸水 を煮 たてた ときの

空気の悪 さである。煮立 った鍋か らでる水蒸

気 と、石鹸の粉が相乗効果 をな して、不快 な

においのす る空気が狭い空間にたちこめる。

洗濯についての記録 を見 ると、まず第一に女

性が口に しているこ とは、あわだった石鹸水

の 「吐 き気 をもよおす におい」である。 ただ

し湯を使 うのは、石鹸 を使 う段階 に限 られて

いる。すす ぎになると、洗濯物 を水場 まで運

んだ。水場は泉であ った り、川であった りし

た。 ヨーロッパ の女性たちが、手 を切 るよう

な冷水 での仕事 を逃れていたわけではなか っ

たのである。それで も、冷水の厳 しさよ り、

火のそばで洗濯 をす るつ らさのほ うが はるか

に大 きか ったわけだ。

　洗濯物が重 くか さば り、重労働であること

も日本 と違 う。 『お しん』 が手 に血 をに じま

せて洗 ったのはお しめであるが、お しめ を初

め として、 日本の繊維は軽 量で柔 らかい。 ヨ

ーロ ッパの洗濯物は、ほ とんどが リネンで、

ごわごわ としていて重い。 シー ツやテーブル

クロス など大 きい ものが多い。 また、働 く男

性 のシャツ もリネ ンで、1週 間着続 けた衿の

汚れ などは、かんたんに落 とす ことがで きな

かったとい う。 これ らを しぼるときも、 さら
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に重労働だった。

◆ ウ ォ ッシ ュ八 ウ ス

　 さて、湯 を使 うヨー ロッパの洗濯は、火の

ない ところではできない。洗濯専用 の建物 を、

英語でウ ォッシュハ ウス、 ドイツ語 でヴァッ

シュキュ ッへ という。すべ ての家庭で別棟 の

小屋 を もっているわけではなか ったが、洗濯

は専用 の空間で行 うものだった。私 は、 オー

ス トリアのチロル地方で、現在は使 われ な く

なった洗濯小屋 を見た ことがある。小屋の中
　 　 　 　 　 　 　 た

には土 間に火を焚 く口が しつ らえてあ って、

その上 に大釜が置いてあった。小屋の隣 には、

パ ン焼 き用の釜が接 している。小屋で ない場

合は、地下室 に洗濯専用 の釜 を設 置 している。

一定 の場所に釜 を置 くのは
、釜を焚いて出る

煙 を、煙突に集め るための工夫である。

　 ヨーロッパ で、洗濯専用の空間を持たない

こ とは、貧 しさを意味 した。一つの部屋で生

活のすべてを行 っていた家庭がこれにあたる。

そのような家庭では、ベ ッドも台所 も同一空

間にあ り、身体 を洗 うの も洗濯をす るの も、

洗濯 した物 を干すの も、この同 じ空間で行 っ

てい たのである。 どのような状況か想像 でき

るだろうか。 そ して、毎 日の ように洗濯をす

ることも、着替 えを持 っていない最貧層 の家

庭 だった。



◆ 洗 濯 機 の 登 場

　 このような洗濯 を代行 して くれ るもの とし

て、初めの洗濯機が発明 されたのである。発

明 を促 したのは、洗濯 をする家事奉公 人の不

足 という社会的な状況だった。家事奉公人が

早 くか ら不足 したアメリカが先 んじ、イギリ

スでは第一次 世界大戦後か ら使 われる ように

なる。 ただ し、電気洗濯機 が普及するには、

動力源 と しての電気が敷設 され、水 と湯の供

給 、排水管が整 うのを待 たなければな らなか

った。 イギ リス(連 合王国)の 全家庭 の洗濯

機保 有 は、1943年33.6%、'58年29%、'69年

64%、'80年77%と 着実 に増 えてい った。

　 しか し日本では、洗濯機 は違 う風 にのって

普及 した。 日本 の洗濯機 の一般 型になったの

は噴流(渦 巻 き)式 で、 ヨーロッパの回転式

とは異 なる。開発当初のそれは、安 価で小 さ

く、1度 に洗濯す る量 も少 ない とい う特徴が

あった。その噴流式洗濯機第1号 は、三洋電

機 によって1953年 に製造 された。同社 はこの

年を電化元年 と名付ける。8年 後の1961年 、

洗濯機の普及率 は、全世帯 の50%に 達 した。

イギリスの普及 と比べる と、その急速 なこと

が よくわかる。 イギ リスにおいてはインフラ

の整 備が普及の条件 になったが、 日本 の急速

な普及 には、 日本人の もともともっていた洗

濯のあ り方 と、さらに、時代の意識 とでもい

うものがかかわっていた。

白黒テ レビがあわせて 「三種の神器」 といわ

れた時代 の到来である。

　宝物 として 日本人の家の中に入 って きた洗

濯機 は、住空間の中でたいせつ にされた。そ

れは、蒸気 を出す ことも、石鹸の泡立つ胸の

悪 くなるにおいを出す こともなか った。 日本

人 にとって洗濯は、住空間で行 って もいっこ

うにかまわない作業だ ったのである。ベ ラン

ダに洗濯機 を置 くことに私が抵抗 を感 じたの

は、おそら くこんな歴史が背景 にあったため

だろ う。 これに対 して、 ヨーロッパの洗濯機

は、湯気 をたてる機械装置 であ って、家族生

活の内側 に位置づ けられる ものではない。

　 このような認識 は、はっ きりと意識 されて

いる ものではない。 しか しそれは、洗濯 とい

う行為 を毎 日の生活のルーティンに埋め込ん

でいる 日本人 と、現代で も、洗濯は週 に1度

だけの特定の仕事 と して位置づけているヨー

ロッパ人の意識 の底 に、沈潜 しているように

思われる。

◆ 日 本 人 と洗 濯 機

　戦後の 日本人 にとって、電気洗濯機 をもつ

こ とは、豊かさの指標 になった といってよい

だろう。家庭電化 は、戦後 のデモクラシー と

重 なった。それは主婦が 「奥 様」 として描か

れるようになった時代のことである。 この こ

ろ三洋電機の洗濯機の コマーシャルに木暮実

千代が、ナシ ョナルの家電製品の コマーシャ

ルに高峰秀子が起用 された。洗濯機、冷蔵庫、
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